
ベースライン*を設定し、野心的
で期限設定があり、科学的な
情報に基づいた目標とターゲッ
トにコミットし、自然の損失をくい
止め、回復基調に反転させます。
*Global Goal for Natureは、2020年を自然の損失ネ
ットゼロのベースラインとすることを提案します

コミットメント

検証済みの相互に関連した指標
を用いて自然への成果を測定し
た上で、その情報をベースとして
意思決定を行います。

測定と価値

企業の事業運営の枠内および枠
を超えてミティゲーション・ヒエラ
ルキーを体系的に適用すること
で圧力を緩和し、バリューチェー
ン全体にわたるポジティブな貢
献を行います。

実行

方針、資金供給、能力構築など、
管理でき影響を及ぼせるあらゆ
る分野にわたり、ネイチャー・ポ
ジティブな成果を達成するため
に協力します。

変革

開示と報告

ネイチャー・ポジティブ
がビジネスに対して
意味するものとは？
「ビルディングブロック」は、ビジネスがGlobal Goal for 
Natureの意味合いを理解し、関連性の高い枠組みと
採用するべきツールを識別するのに役立ちます。

この「ビルディングブロック」は共に、企業が自然の
損失をくい止め回復基調に反転させ、ネイチャー・
ポジティブな世界に向けて信頼性の高い貢献
するよう、直ちに行動を起こすための指南役となり、
2030年以降自然へのポジティブな影響がネガティブ
な影響を上回るすようにするものです。

事業およびバリューチェーンに
潜在的な関連性をもつ自然の
領域（生物多様性、淡水、陸地、
海洋）を評価し、影響、依存性
再生機会に優先順位をつけます。

評価と優先順位付け

開示と報告

評価と
優先順位付け

コミットメント

測定と価値

実行

変革

重大な自然関連の情報開示を行う準備をします。


